
女性つながりサポート事業 【長崎市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １３，５５０ 千円

交付金額 １０，１６３ 千円

事業番号 1

・造船・水産・観光を基幹産業としており、全国でも有数の観光都
市として、国内外から多くの観光客が訪れている。 コロナ禍以降
観光客は回復傾向にあるが、コロナ禍前の約75％の水準である。

・観光業に関わる「宿泊業、飲食サービス業」のパートタイム労働
者の割合は80％を超えており、一般労働者と比べ大きな賃金格差

が生じている非正規雇用労働者が多い女性を取り巻く環境は、依
然として厳しい状況が続いている。

非正規雇用労働者が多い女性を取り巻く環境は依然として厳しく、
雇用や生活困窮、孤独・孤立等の問題が多様化・複雑化している
ため、多様な課題や不安を抱える女性に対し、問題の解決に向け
たつながりサポート型の支援を行う
・相談件数   ：目標値290件、 実績値283件
・支援回数 ：目標値3,850件、実績値3,116件
・支援者研修受講者数 ：目標値350名、 実績値342名

＜不安を抱える女性に対する生活相談支援＞

・女性専用相談窓口において、既存制度につなぐための同行支援、生活
上の課題や不安のみならず、健康管理や就労への不安にも配慮した総
合的なマネジメント支援。

・市所有の公共施設や市主催イベント等での出張相談窓口設置や、相談
窓口の周知。
＜相談機関連携業務＞

・様々な相談機関等への本相談窓口の周知。各相談機関の支援者を対
象とした研修の実施。

社会福祉法人長崎市社会福祉協議会
長崎こども・女性・障害者支援センター
ハローワーク
ＤＶ被害者支援団体
ひとり親支援団体
法テラス長崎
地域包括支援センター など

＜不安を抱える女性に対する生活相談支援＞

・行政を含む関係機関への周知及び連携体制を一層強化するとともに、
若年層への効果的なアプローチについて検討する必要がある。

・ヤングケアラーやひきこもり等、相談につながりにくい対象者に対する
支援の在り方や、相談につなげるための手法について検討が必要であ
る。
＜相談機関連携業務＞
・虐待やDV等の緊急時において、迅速かつ適切な対応が図れるよう、行
政との連携体制のさらなる強化が求められる。

＜不安を抱える女性に対する生活相談支援＞ 

・女性専用相談窓口という安心感に加えて、幅広い相談内容から行政機関につな
がりづらい様々な問題を見出し適切な相談機関につなぐなど、手厚い支援を実施
することができた。
・相談件数が増加しており、不安を抱える女性に寄り添った支援ができている。
＜相談機関連携業務＞

・各相談機関の支援者を対象とした研修を実施することで、相談機関間の連携強
化やネットワークづくり、支援者の資質向上を図ることができた。

・関係機関との連携強化を図ることで、相談者の置かれた状況に寄り添ったきめ細
かい支援の充実につなげられた。



事業の概要

不安を抱える女性

長崎市

社会福祉法人長崎市社会福祉協議会

＜不安を抱える女性に対する生活
相談支援＞
・相談対応、情報提供
・関係機関との連絡調整
・既存制度へのつなぎ、同行支援
・就労支援（ハローワーク）
・訪問相談
・生理用品等の生活必需品の提供

＜相談機関連携業務＞
・様々な相談機関に対する相談窓口の周知
・情報共有
・各相談機関の支援者を対象とした研修の実施
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